
(57)【要約】

【課題】本考案はトイレなどの室内に入る際、脱ぎ置い

た履物の向きを自動的に１８０度反転させ、退室時に不

要な動作をする事無く、そのまま履けるようにする履物

反転装置を提供する。

【解決手段】履物が脱ぎ置かれる回転盤の中央部に、蓄

勢用の弾性体を内蔵した回転軸を設置し、この回転軸に

連結体を巻き付け連結体の片方を入室するドアに固定す

る。こうすることで入退室時のドアの動きが連結体を介

して回転軸に作用し、回転盤が回転して履物の向きを反

転させる。

また回転盤と回転軸はラチェット構造になっており、入

室時に人が回転盤上に居る状態でドアを開けても回転盤

は反転せず入室後ドアを閉める時のみ、回転軸に蓄勢さ

れた弾性体の復元力で反転する装置。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
土 台 と な る 基 板 と 、 該 基 板 中 央 部 に 回 動 自 在 に 設 け ら れ た 回 転 盤 と 、 該 回 転 盤 を 回 動 さ せ
る 弾 性 体 を 内 蔵 し た 回 転 軸 と 、 該 回 転 軸 と ド ア と を 直 結 す る 連 結 体 と を 備 え 、 ド ア の 開 閉
運 動 が 連 結 体 を 介 し て 前 記 回 転 軸 に 伝 達 さ れ る こ と に よ り 前 記 回 転 盤 を 反 転 さ せ る こ と を
特 徴 と す る 履 物 反 転 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 回 転 軸 と 上 記 回 転 盤 は 、 そ れ ぞ れ 両 者 間 で 作 用 す る ラ チ ェ ッ ト 機 構 を 備 え 、 上 記 ド ア
開 閉 に お い て 閉 扉 時 の み 上 記 回 転 軸 が 反 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 履 物 反 転 装 置
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 人 が 部 屋 に 入 室 す る 際 に 脱 ぎ 置 か れ た 履 物 ・ ス リ ッ パ 等 の 向 き を 自 動 的 に 半 回 転
さ せ 履 き 易 い よ う に し て く れ る 履 物 反 転 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
履 物 の 向 き を 換 え る 装 置 の 提 案 は こ れ ま で も 数 多 く あ る が 大 別 す る と 下 記 の よ う に 分 類 さ
れ る 。
（ １ ）  電 動 モ ー タ ー ・ セ ン サ ー を 使 用 し た も の （ 特 許 文 献 １ ～ １ ０ 参 照 ） 。
こ の 提 案 は 安 定 し た 駆 動 源 を 得 ら れ る が 電 気 を 使 用 す る 点 で 不 経 済 で あ る 。
（ ２ ）  踏 み 圧 を 水 平 回 転 に 転 換 し た も の （ 特 許 文 献 １ １ ～ ２ ０ 参 照 ） 。
踏 み 圧 を 得 る た め に 装 置 が 沈 む 必 要 が あ り 装 置 自 体 に 厚 み が 生 じ て し ま う 、 と 同 時 に 台 が
沈 む と い う 違 和 感 が あ る 。
（ ３ ）  磁 石 の 極 性 の 反 発 力 を 利 用 し た も の （ 特 許 文 献 ２ １ ～ ２ ３ 参 照 ） 。
比 較 的 構 造 が 簡 素 化 で き る 利 点 が あ る が 履 物 側 に も 磁 石 を 装 着 せ ね ば な ら ず 履 物 が 限 定 さ
れ て し ま う 。
（ ４ ）  利 用 者 が 自 ら 操 作 し て 使 用 す る も の （ 特 許 文 献 ２ ４ ・ ２ ５ 参 照 ） 。
こ れ ら の 提 案 は 、 本 発 明 の 連 結 体 を 介 し て 回 転 軸 を 回 転 さ せ る 点 で は 類 似 性 も あ る が 、 こ
れ ら は 手 動 式 、 足 踏 み 式 で あ っ て 利 用 者 が そ の 目 的 の た め に 自 ら 操 作 す る も の で あ る の に
対 し 、 本 発 明 は ド ア を 開 け る と い う 自 然 動 作 を 駆 動 源 と し て お り 、 完 全 自 動 で あ る 点 で 相
違 す る 。
そ の 他 と し て 課 題 は 別 で あ る が ド ア の 開 閉 を 利 用 し た も の が あ る （ 特 許 文 献 ２ ６ 参 照 ） 。
こ の 提 案 は ド ア の 開 閉 を 利 用 し て い る 点 は 共 通 で あ る が 、 そ の 課 題 は ド ア 開 口 部 に 置 か れ
た 履 物 が ド ア 開 閉 の 障 害 に な ら ぬ よ う 履 物 台 を 設 置 し 、 こ れ と ド ア と を 連 結 さ せ 開 扉 時 に
ド ア と 離 れ た 位 置 に 移 動 さ せ る こ と で あ り 、 本 発 明 の 履 物 反 転 装 置 と は 基 本 的 に 用 途 が 異
な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ４ ８ ６ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ０ ６ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ ８ ９ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ １ － １ ７ ８ ６ ９ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 ９ － ９ ８ ８ ７ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 平 ９ － ９ ８ ８ ７ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 平 ６ － ７ ０ ６ ８ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 平 ５ － ２ ６ ９ ０ ３ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ９ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ８ ９ ８ ５ ２ 号
【 特 許 文 献 １ ０ 】 実 開 平 ７ － ３ ４ ７ ８ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ８ ３ ４ ７ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ７ ５ ７ ９ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ７ ９ ０ ２ ３ 号 公 報
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【 特 許 文 献 １ ４ 】 特 開 平 １ ０ － ４ ３ ０ ３ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ５ 】 特 開 平 ９ － ３ ２ ７ ３ ６ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ６ 】 特 開 平 ８ － １ ８ ７ １ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ７ 】 特 開 平 ８ － １ １ ７ ０ ８ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ８ 】 実 開 平 ７ － １ ９ ２ ３ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ９ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ２ ７ ８ ４ ７ 号
【 特 許 文 献 ２ ０ 】 実 開 平 ６ － ２ ６ ６ ４ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ １ 】 特 開 平 ５ － １ ７ ６ ８ ３ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ ２ 】 実 開 平 ６ － １ ９ ６ ４ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ ３ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ０ ２ ２ ９ ５ 号
【 特 許 文 献 ２ ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ２ ９ ３ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ ５ 】 特 開 平 ７ － １ ０ ８ ０ ２ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ ６ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ２ ９ ７ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
人 が 履 物 を 脱 い で 部 屋 に 入 り 、 退 室 時 に 再 度 履 物 を 履 こ う と す る 場 合 、 体 を 半 回 転 さ せ る
か 自 分 の 手 で 履 物 の 向 き を 換 え な け れ ば な ら ず 大 変 面 倒 で あ る 。 本 発 明 の 解 決 す べ き 課 題
は こ れ ら 不 要 な 動 作 を せ ず に 履 け る よ う 履 物 の 向 き を 自 動 的 に 換 え る 装 置 の 提 案 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た こ の 技 術 分 野 で の 提 案 は 前 述 し た よ う に 数 多 く 出 さ れ て い る が 、 そ れ ぞ れ 利 点 も あ る
反 面 課 題 も 多 い 。 こ れ ら 従 来 技 術 の 中 で も 最 大 の 課 題 は 構 造 が 複 雑 で あ る が た め に 装 置 自
体 が 薄 型 に 出 来 な い こ と で あ る 。 殆 ど の 装 置 が 数 セ ン チ の 厚 み が あ る 踏 み 台 型 に な っ て お
り 、 こ れ で は バ リ ア フ リ ー 化 の 妨 げ に な る ば か り か 利 用 者 に 昇 り 降 り の 負 担 が か か っ て し
ま う 。 ま た 踏 み 圧 を 利 用 す る 装 置 で は 乗 っ た 時 に 台 が 沈 む よ う な 不 安 定 感 を 伴 う 。 そ し て
ま た 電 動 モ ー タ ー ・ セ ン サ ー 等 を 利 用 す る 装 置 は 不 経 済 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
以 上 の 課 題 を 解 決 す べ く 、 本 発 明 は 構 造 を 簡 素 化 し １ セ ン チ 以 下 の 薄 型 で 、 沈 み 込 み が 無
く 、 電 気 を 必 要 と し な い 装 置 を 目 指 す 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 技 術 的 手 段 と し て は 請 求 項 １ で 提 案 し た 、 土 台 と な る 基 板 と 、
該 基 板 中 央 部 に 回 動 自 在 に 設 け ら れ た 回 転 盤 と 、 該 回 転 盤 を 回 動 さ せ る 弾 性 体 を 内 蔵 し た
回 転 軸 と 、 該 回 転 軸 と ド ア と を 直 結 す る 連 結 体 と を 備 え 、 ド ア の 開 閉 運 動 が 連 結 体 を 介 し
て 前 記 回 転 軸 に 伝 達 さ れ る こ と に よ り 前 記 回 転 盤 を 反 転 さ せ る 履 物 反 転 装 置 と 、 請 求 項 ２
で 提 案 し た 、 上 記 回 転 軸 と 上 記 回 転 盤 の 両 者 間 で 作 用 す る ラ チ ェ ッ ト 機 構 に よ り 、 上 記 ド
ア 開 閉 に お い て 閉 扉 時 の み 上 記 回 転 軸 が 反 転 す る 請 求 項 １ の 履 物 反 転 装 置 と で 実 現 可 能 で
あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 最 大 の 特 徴 は 、 従 来 技 術 の 殆 ど が そ の 駆 動 源 を 装 置 内 部 に 置 い て い る の に 対 し
本 発 明 は そ の 駆 動 源 を 装 置 外 部 （ ド ア の 動 き に 連 動 ） に 置 い て い る こ と に あ る 。 そ の た め
本 装 置 の 構 造 は 土 台 と な る 基 板 １ の 厚 み の 中 に 全 て 収 納 可 能 で あ り 、 マ ッ ト 並 み の 極 め て
薄 い 装 置 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 装 置 を 構 成 し て い る 部 品 は 基 本 的 に 基 板 １ 、 回 転 軸 ２ 、 弾 性 体 ３ 、 連 結 体 ４ 、 回 転 盤 ５
の ５ 点 で あ り 従 来 提 案 さ れ て い る 同 種 の 装 置 に 比 べ て 圧 倒 的 に 部 品 点 数 か 少 な い 。 し か も
各 部 品 の 形 状 も 複 雑 な も の は 無 く 製 造 が 容 易 で あ り 、 商 品 化 す る に 当 た っ て は 生 産 コ ス ト
を 低 く 抑 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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こ の よ う に 本 発 明 に よ り 、 バ リ ア フ リ ー に も 対 応 可 能 な 薄 型 で 、 電 気 を 使 わ な い 省 エ ネ 装
置 で あ り 、 構 造 の 簡 素 化 に よ る 低 価 格 の 履 物 反 転 装 置 が 提 供 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 利 用 価 値 が 最 大 に 活 か さ れ る 状 況 と し て は ト イ レ の 入 退 室 時 に お け る 人 と ス リ ッ
パ の 関 係 に あ る と 考 え る 。 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を ト イ レ の 入 退 室 時 に お け る 実 施 例 と
し て 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ は 本 装 置 が ド ア と 連 結 さ れ て お り 、 ド ア の 開 閉 運 動 を 駆 動 源 と し て 作 用 す る こ と を 表
現 す る た め ド ア の 開 扉 時 と 閉 扉 時 の 状 態 を 示 し て い る 。 図 ２ は 本 装 置 の 土 台 と な る 基 板 １
で あ る 。 図 ３ は 弾 性 体 ３ を 内 蔵 し た 回 転 軸 ２ で あ り 、 ２ ａ 、 ２ ｂ は ラ チ ェ ッ ト 機 構 用 の 凹
で あ る 。 図 ４ は 回 転 軸 ２ と 弾 性 体 ３ の 立 体 斜 視 図 で あ り ４ は 回 転 軸 ２ と ド ア と を 結 ぶ 連 結
体 で あ る 。 実 際 に は 回 転 軸 ２ の 外 周 上 に 連 結 体 用 の 溝 を 作 り こ こ に 巻 き つ け て 使 用 す る 。
図 ５ は 実 際 に 履 物 を 載 せ 反 転 す る 回 転 盤 ５ で あ り 、 ５ ａ 、 ５ ｂ は ラ チ ェ ッ ト 機 構 用 の 凸 で
あ る 。 図 ６ （ Ａ ） は 回 転 盤 ５ の ラ チ ェ ッ ト 部 の 拡 大 断 面 図 で あ り 図 ６ （ Ｂ ） （ Ｃ ） は 回 転
軸 ２ と 回 転 盤 ５ の 各 ラ チ ェ ッ ト 機 構 用 凹 凸 の 歯 合 、 非 歯 合 状 態 を 示 し て い る 。 基 本 的 に は
こ れ ら の ５ 点 か ら 構 成 さ れ 、 全 体 を 組 み 合 わ せ た 分 解 斜 視 図 が 図 ７ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ８ ～ 図 １ ３ は ド ア の 開 閉 状 態 に 対 応 し た と 回 転 軸 ２ と 回 転 盤 ５ の ラ チ ェ ッ ト 機 構 用 凹 凸
の 位 置 関 係 及 び 歯 合 状 態 を イ メ ー ジ 図 化 し た も の で あ る 。 説 明 の 都 合 上 回 転 盤 ５ を 透 明 化
し て 回 転 軸 ２ と ラ チ ェ ッ ト 用 凹 凸 が 見 え る よ う に し て あ る 。 ま た 図 ８ ～ 図 １ ３ の 各 図 面 中
央 下 の イ ラ ス ト 図 は ド ア の 開 閉 状 態 と 利 用 者 の 位 置 関 係 を 示 し た も の で あ る 。 本 装 置 の 使
用 開 始 に 当 た っ て は 、 図 ８ に あ る よ う に 予 め 回 転 軸 ２ と 回 転 盤 ５ の ラ チ ェ ッ ト 用 凹 凸 は 歯
合 す る よ う 設 定 し て お き 、 こ の 状 態 を 初 期 状 態 と し て 一 連 の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ８ で は 利 用 者 が ス リ ッ パ を 履 い た ま ま 装 置 上 に 立 っ て い る 状 態 の 回 転 軸 ２ と 回 転 盤 ５ 及
び ラ チ ェ ッ ト 用 凹 凸 の 位 置 関 係 を 示 し て い る 。 こ こ で は 回 転 軸 ２ と 回 転 盤 ５ の 関 係 は 初 期
状 態 の ま ま で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ９ は 利 用 者 が ド ア を 開 け た 状 態 を 示 す 。 こ の 時 、 ド ア に 結 ば れ て い る 連 結 体 ４ は 矢 印 方
向 に 引 っ 張 ら れ 、 こ れ に 伴 い 回 転 軸 ２ が 右 方 向 に 回 転 す る 。 こ の 時 ラ チ ェ ッ ト 機 構 に よ り
回 転 軸 ２ の 回 転 運 動 は 回 転 盤 ５ に は 伝 わ ら ず 、 図 ６ （ Ｃ ） に 示 す 状 態 と な り 回 転 軸 ２ だ け
が 回 転 し 利 用 者 を 乗 せ た 回 転 盤 ５ は 廻 ら な い 。 図 ９ の 図 面 上 で は 回 転 軸 ２ の 凹 ２ ａ と 凹 ２
ｂ が 互 い に 入 れ 替 わ っ た よ う に な り 回 転 盤 ５ の 凸 ５ ａ ・ ５ ｂ は 不 動 で あ る 。
一 方 、 回 転 軸 ２ 内 に 設 け ら れ た 弾 性 体 ３ は 回 転 軸 ２ が 回 転 す る こ の 時 点 で ネ ジ が 巻 か れ る
よ う に 蓄 勢 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ こ で 前 提 と し て 人 が ド ア を 開 け て 入 室 す る の に 必 要 な 最 小 開 扉 角 度 を 約 ４ ５ 度 、 最 大 角
度 を ９ ０ 度 と 想 定 し 、 図 ９ に あ る よ う に 、 利 用 者 が ド ア を 少 な く と も ４ ５ 度 開 い た 時 点 で
回 転 軸 ２ と 回 転 盤 ５ の 各 凹 凸 が 歯 合 す る よ う に 設 定 し て お く （ ド ア と 連 結 体 の 固 定 位 置 を
調 節 す る こ と で 可 能 ） 。 こ う す る こ と で 利 用 者 が 入 室 す る た め に ド ア を 開 け 入 室 し た 時 点
で 、 回 転 軸 ２ と 回 転 盤 ５ の 各 凹 凸 は 常 に 歯 合 す る こ と に な る 。 図 ６ （ Ｂ ） は 回 転 軸 ２ と 回
転 盤 ５ の 各 凹 凸 が 歯 合 し て い る 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ ０ で 利 用 者 は ス リ ッ パ の 爪 先 を ト イ レ 側 に 向 け た 状 態 で 脱 ぎ 入 室 す る 。 図 １ １ は 入 室
後 ド ア を 閉 め た 状 態 を 示 す 。 こ の 時 、 図 ９ で 蓄 勢 さ れ た 弾 性 体 の 復 元 力 に よ り 回 転 軸 ２ は
逆 の 左 方 向 に 回 転 す る 。 そ し て こ の 時 点 で ラ チ ェ ッ ト の 凹 凸 は 互 い に 歯 合 し て い る の で 、
今 度 は 回 転 軸 ２ と 回 転 盤 ５ は 共 に 回 転 し 初 期 状 態 の 位 置 に ま で 戻 る 。 図 面 上 で は 歯 合 し た
凹 ２ ａ と 凸 ５ ｂ の 組 み 合 わ せ と 、 凹 ２ ｂ と 凸 ５ ａ の 組 み 合 わ せ と が 共 に 反 転 す る 。 即 ち 、
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ス リ ッ パ は １ ８ ０ 度 回 転 し 爪 先 を 廊 下 側 に 向 い た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ こ で は 開 扉 角 度 を 約 ４ ５ 度 で 入 室 す る 場 合 を 想 定 し た が 仮 に ９ ０ 度 近 く ま で 開 扉 し た 場
合 を 考 察 す る と 、 図 ９ に お い て 開 扉 角 ４ ５ 度 地 点 で 回 転 軸 ２ の 凹 ２ ａ と 回 転 盤 ５ の 凸 ５ ｂ
は 一 度 歯 合 す る が ４ ５ 度 以 上 に 開 い た と し て も ラ チ ェ ッ ト 機 構 に よ り 回 転 軸 凹 ２ ａ は 回 転
盤 凸 ５ ｂ を 通 り 過 ぎ て 回 転 す る だ け な の で 回 転 盤 ５ に 動 き は 伝 わ ら な い 。 ま た 、 そ こ か ら
ド ア を 閉 じ る 時 は 、 一 端 通 り 過 ぎ た 回 転 軸 凹 ２ ａ は 弾 性 体 ３ に よ り 巻 き 戻 さ れ 回 転 盤 凸 ５
ｂ で 再 度 歯 合 し 、 今 度 は 共 に 回 転 し て 初 期 状 態 ま で 戻 る （ 図 １ １ ） 。 即 ち 入 室 時 の 開 扉 角
度 に 係 わ ら ず 履 物 を 反 転 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ ２ は ト イ レ 使 用 後 、 利 用 者 が 退 室 す る た め ド ア を 開 け た 状 態 だ が 、 こ の 時 の 回 転 軸 ２
と 回 転 盤 ５ の 動 き は 入 室 時 に ド ア を 開 け た 時 の 動 き 図 ９ と 同 様 に な り ス リ ッ パ を 乗 せ た 回
転 盤 ５ は 回 転 し な い 。 図 面 で は 回 転 軸 の 凹 ２ ａ ・ ２ ｂ が 反 転 す る の み で あ り 回 転 盤 ５ の 凸
５ ａ ・ ５ ｂ は 不 動 で あ る 。 即 ち ス リ ッ パ の 爪 先 は 廊 下 側 を 向 い た 状 態 を 保 持 す る こ と と な
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
最 後 に 図 １ ３ で 利 用 者 は ス リ ッ パ を 履 き 、 本 装 置 か ら 降 り て ド ア を 閉 め れ ば 一 連 の 動 作 が
完 了 し 初 期 状 態 に 戻 る 。 次 か ら は こ の 動 作 の 繰 り 返 し と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 時 装 置 か ら 降 り て ド ア を 閉 め る の は 、 閉 扉 時 は 回 転 盤 ５ も 廻 る の で 降 装 置 後 に 閉 め る
の が 望 ま し い 。 た だ し 、 装 置 上 で 閉 扉 し て も 人 の 重 み で 回 転 盤 ５ は 回 転 せ ず 、 降 装 置 後 に
初 期 状 態 と な る の で 特 に 問 題 は 無 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 使 用 状 態 を 示 す 全 体 図
【 図 ２ 】 実 施 例 の 基 板 の 正 面 図 と 平 面 断 面 図
【 図 ３ 】 実 施 例 の 回 転 軸 の 正 面 図 と 左 右 側 面 断 面 図 、 及 び 弾 性 体
【 図 ４ 】 図 ３ の 分 解 立 体 斜 視 図 と 連 結 体
【 図 ５ 】 実 施 例 の 回 転 盤 の 正 面 図 と 平 面 図
【 図 ６ 】 図 ３ と 図 ５ の ラ チ ェ ッ ト 部 の 拡 大 断 面 図
【 図 ７ 】 図 ２ ～ 図 ５ の 分 解 斜 視 図
【 図 ８ 】 実 施 例 の 本 装 置 の 初 期 状 態 図
【 図 ９ 】 実 施 例 の 開 扉 時 の 回 転 軸 と 回 転 盤 の 回 転 状 況 図
【 図 １ ０ 】 実 施 例 の 利 用 者 入 室 時 の 回 転 軸 と 回 転 盤 の 回 転 状 況 図
【 図 １ １ 】 実 施 例 の 閉 扉 時 の 回 転 軸 と 回 転 盤 の 回 転 状 況 図
【 図 １ ２ 】 実 施 例 の 再 開 扉 時 の 回 転 軸 と 回 転 盤 の 回 転 状 況 図
【 図 １ ３ 】 実 施 例 の 利 用 者 退 室 時 の 回 転 軸 と 回 転 盤 の 回 転 状 況 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ 　 　 基 板
１ ａ 　 回 転 盤 用 凹
１ ｂ 　 回 転 軸 用 凹
１ ｃ 　 弾 性 体 を 固 定 す る 凸
１ ｄ 　 連 結 体 用 溝
２ 　 　 回 転 軸
２ ａ 　 回 転 軸 の ラ チ ェ ッ ト 凹 １
２ ｂ 　 回 転 軸 の ラ チ ェ ッ ト 凹 ２
３ 　 　 弾 性 体
４ 　 　 連 結 体
５ 　 　 回 転 盤
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５ ａ 　 回 転 盤 の ラ チ ェ ッ ト 凸 １
５ ｂ 　 回 転 盤 の ラ チ ェ ッ ト 凸 ２
５ Ｒ 　 ス リ ッ パ 右
５ Ｌ 　 ス リ ッ パ 左
６ 　 　 利 用 者
７ 　 　 ド ア
８ 　 　 敷 居

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

(9) JP 2006-296902 A 2006.11.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

